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(57)【要約】

【課題】再加熱中に鍋の中の調理物が減っていき鍋の温

度が上昇しても、安全に火力を制御して空焼きや焦げ付

きを防止すること。

【解決手段】使用者が操作し所定の設定火力で加熱する

加熱モードに移行する加熱キー１５と、設定火力を変更

する火力キー２１と、所定時間だけ加熱出力設定を高く

変化させ、所定時間経過後に変更前の元の設定火力に戻

る再加熱キー１７と、トッププレート２越しに鍋１の温

度を検知する温度センサー（鍋温度検知手段）７と、温

度センサー７の温度が所定の閾値に到達した場合に温度

過昇と判定し火力を制限する火力制御手段１０と、スイ

ッチング素子４のオンオフを制御することにより加熱コ

イル３の出力を制御する制御部６とを備え、再加熱モー

ドでは火力制御手段１０が動作する閾値を加熱モードよ

りも低く変更すること。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

ト ッ プ プ レ ー ト に 載 置 さ れ た 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 コ イ ル と 、 前 記 加 熱 コ イ ル に 高 周 波 電 流 を

供 給 す る た め の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 含 む 加 熱 手 段 と 、 使 用 者 が 操 作 し 所 定 火 力 で 加 熱 す る

加 熱 モ ー ド を 開 始 す る 加 熱 キ ー と 、 加 熱 中 の 設 定 火 力 を 変 更 す る 火 力 キ ー と 、 加 熱 中 に 操

作 す る と 所 定 時 間 だ け 設 定 火 力 を 高 く 変 化 さ せ 、 所 定 時 間 経 過 後 に 変 更 前 の 元 の 設 定 火 力

に 戻 る 再 加 熱 キ ー と 、 前 記 ト ッ プ プ レ ー ト 越 し に 鍋 の 温 度 を 検 知 す る 鍋 温 度 検 知 手 段 と 、

前 記 鍋 温 度 検 知 手 段 の 温 度 に 応 じ て 火 力 を 制 限 す る 火 力 制 御 手 段 と 、 前 記 鍋 温 度 検 知 手 段

の 検 知 温 度 が 上 昇 し て 温 度 過 昇 と 判 定 し 前 記 火 力 制 御 手 段 が 動 作 す る 第 １ の 温 度 閾 値 と 、

前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の オ ン オ フ を 制 御 す る こ と に よ り 前 記 加 熱 コ イ ル の 出 力 を 制 御 す る

制 御 部 と を 備 え 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 再 加 熱 キ ー 操 作 に よ り 、 火 力 上 昇 時 に は 前 記 第 １ の

温 度 閾 値 を 加 熱 モ ー ド 時 よ り も 低 く 変 更 す る よ う に し た 誘 導 加 熱 調 理 器 。

【 請 求 項 ２ 】

制 御 部 は 、 再 加 熱 モ ー ド が 終 了 し 、 火 力 が 戻 っ た 場 合 に 再 び 前 記 第 １ の 温 度 閾 値 を 上 げ る

よ う に し た 請 求 項 １ に 記 載 の 誘 導 加 熱 調 理 器 。

【 請 求 項 ３ 】

制 御 部 は 、 再 加 熱 モ ー ド 終 了 時 に は 、 所 定 の 火 力 以 下 と す る よ う に し た 請 求 項 １ ま た は ２

に 記 載 の 誘 導 加 熱 調 理 器 。

【 請 求 項 ４ 】

制 御 部 は 、 再 加 熱 中 に は 、 再 加 熱 移 行 前 の 第 １ の 温 度 閾 値 よ り も 、 低 い 異 な る 閾 値 に 設 定

さ れ て い る 動 作 モ ー ド に 切 り 替 え る よ う に し た 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 誘 導

加 熱 調 理 器 。

【 請 求 項 ５ 】

制 御 部 に は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 温 度 を 検 知 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 温 度 検 知 手 段 と 、 前 記

ス イ ッ チ ン グ 素 子 温 度 検 知 手 段 に よ り 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 温 度 が 過 昇 し な い よ う に 火

力 制 御 手 段 を 動 作 さ せ る 第 ２ の 温 度 閾 値 と を 備 え 、 制 御 部 は 、 再 加 熱 モ ー ド 中 に は 加 熱 モ

ー ド 時 よ り も 前 記 第 ２ の 温 度 閾 値 を 低 く す る よ う に し た 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記

載 の 誘 導 加 熱 調 理 器 。

【 請 求 項 ６ 】

制 御 部 に は 、 鍋 温 度 検 知 手 段 の 検 知 温 度 に 応 じ て 加 熱 コ イ ル を 保 護 す る た め に 火 力 制 御 手

段 を 動 作 さ せ る 加 熱 コ イ ル 保 護 手 段 を 備 え 、 制 御 部 は 、 再 加 熱 モ ー ド 時 に は 前 記 加 熱 コ イ

ル 保 護 手 段 が 動 作 す る 加 熱 コ イ ル 保 護 温 度 閾 値 を 加 熱 モ ー ド 時 よ り も 低 く す る よ う に し た

請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 誘 導 加 熱 調 理 器 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 卓 上 で の 鍋 物 調 理 や 焼 き 物 調 理 な ど に 用 い る 誘 導 加 熱 調 理 器 に 関 す る も の で

あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 誘 導 加 熱 調 理 器 に お い て 、 調 理 物 を 入 れ る 鍋 と 、 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 加 熱

モ ー ド の 設 定 火 力 を 変 更 す る 火 力 キ ー と 、 使 用 者 が 操 作 す る 再 加 熱 キ ー と 、 鍋 の 種 類 や 調

理 メ ニ ュ ー 毎 に 所 定 の シ ー ケ ン ス で 制 御 す る 専 用 の キ ー と 、 加 熱 手 段 を 制 御 す る 制 御 部 か

ら 構 成 さ れ て お り 、 使 用 者 が 再 加 熱 キ ー を 操 作 す る と 所 定 時 間 だ け 火 力 を 高 く 変 化 さ せ 、

所 定 時 間 が 経 過 し た 後 に 再 加 熱 キ ー を 操 作 す る 前 の 設 定 火 力 に 戻 す よ う に 加 熱 手 段 を 制 御

し て い る 。 こ れ に よ っ て 再 加 熱 キ ー を 操 作 す る こ と で 、 例 え ば 自 動 調 理 で 鍋 物 を 家 庭 の 卓

上 で 行 う 場 合 に 、 具 材 や 出 汁 な ど の 投 入 の タ イ ミ ン グ で 火 力 の 上 昇 を 使 用 者 が 指 示 で き る

よ う に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － １ ４ ０ ６ ７ ６ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し な が ら 、 従 来 の 構 成 で は 、 再 加 熱 モ ー ド に 移 行 す る と 、 所 定 時 間 が 経 過 し た 場 合

に 再 加 熱 モ ー ド を 終 了 し 元 の 火 力 に 戻 る よ う に 制 御 を 行 っ て い た 。 再 加 熱 中 に 煮 汁 な ど 鍋

の 調 理 物 が 減 少 し て い く と 、 鍋 の 温 度 が 上 昇 し て い く た め 、 空 焼 き や 焦 げ 付 き が 発 生 し て

し ま う と い う 課 題 を 有 し て い た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 再 加 熱 中 に 鍋 の 中 の 調 理 物 が 減 っ て い き

鍋 の 温 度 が 上 昇 し て も 、 安 全 に 火 力 を 制 御 し て 空 焼 き や 焦 げ 付 き を 防 止 す る 誘 導 加 熱 調 理

器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 誘 導 加 熱 調 理 器 は 、 ト ッ プ プ レ ー ト に 載 置

さ れ た 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 コ イ ル と ス イ ッ チ ン グ 素 子 か ら な る 加 熱 手 段 と 、 使 用 者 が 操 作 し

所 定 の 設 定 火 力 で 加 熱 す る 加 熱 キ ー と 、 加 熱 モ ー ド の 設 定 火 力 を 変 更 す る 火 力 キ ー と 、 加

熱 モ ー ド 時 に 操 作 す る と 所 定 時 間 だ け 設 定 火 力 を 高 く 変 化 さ せ 、 所 定 時 間 経 過 後 に 変 更 前

の 元 の 設 定 火 力 に 戻 る 再 加 熱 モ ー ド に 移 行 す る 再 加 熱 キ ー と 、 加 熱 手 段 を 制 御 す る 制 御 部

と 、 鍋 の 温 度 を 検 知 す る 鍋 温 度 検 知 手 段 と 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 温 度 を 検 知 す る ス イ ッ チ

ン グ 素 子 温 度 検 知 手 段 と を 備 え 、 前 記 制 御 部 は 、 再 加 熱 中 は 火 力 制 御 手 段 が 動 作 す る 第 １

の 温 度 閾 値 を 低 く 変 更 す る よ う に し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ れ に よ り 、 再 加 熱 中 に 鍋 の 中 の 調 理 物 が 減 っ て い き 鍋 の 温 度 が 上 昇 し て も 、 温 度 過 昇

状 態 に な る 前 に 安 全 に 火 力 を 制 御 し て 空 焼 き や 焦 げ 付 き を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 誘 導 加 熱 調 理 器 は 、 再 加 熱 中 に 鍋 の 温 度 が 高 温 に な っ た 場 合 で も 、 空 焼 き や 焦

げ 付 き の 発 生 や 、 機 器 自 身 の 温 度 過 昇 を 防 止 す る こ と が で き 、 安 全 性 が 向 上 す る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 第 １ の 発 明 は 、 ト ッ プ プ レ ー ト に 載 置 さ れ た 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 コ イ ル と 、 前 記 加 熱 コ イ

ル に 高 周 波 電 流 を 供 給 す る た め の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 含 む 加 熱 手 段 と 、 使 用 者 が 操 作 し 所

定 火 力 で 加 熱 す る 加 熱 キ ー と 、 加 熱 中 の 設 定 火 力 を 変 更 す る 火 力 キ ー と 、 加 熱 中 に 操 作 す

る と 所 定 時 間 だ け 設 定 火 力 を 高 く 変 化 さ せ 、 所 定 時 間 経 過 後 に 変 更 前 の 元 の 設 定 火 力 に 戻

る 再 加 熱 キ ー と 、 前 記 ト ッ プ プ レ ー ト 越 し に 鍋 の 温 度 を 検 知 す る 鍋 温 度 検 知 手 段 と 、 前 記

鍋 温 度 検 知 手 段 の 温 度 に 応 じ て 火 力 を 制 限 す る 火 力 制 御 手 段 と 、 前 記 鍋 温 度 検 知 手 段 の 検

知 温 度 が 上 昇 し て 温 度 過 昇 と 判 定 し 前 記 火 力 制 御 手 段 が 動 作 す る 第 １ の 温 度 閾 値 と 、 前 記

ス イ ッ チ ン グ 素 子 の オ ン オ フ を 制 御 す る こ と に よ り 前 記 加 熱 コ イ ル の 出 力 を 制 御 す る 制 御

部 と を 備 え 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 再 加 熱 キ ー 操 作 に よ り 、 火 力 上 昇 時 に は 前 記 第 １ の 温 度

閾 値 を 加 熱 モ ー ド 時 よ り も 低 く 変 更 す る と す る こ と に よ り 、 再 加 熱 中 に 鍋 の 調 理 物 が 減 り

始 め 、 鍋 の 温 度 が 高 温 に な っ て も 、 温 度 過 昇 と 判 定 す る 閾 値 を 加 熱 モ ー ド よ り も 低 く す る

こ と で 、 高 火 力 で 再 加 熱 し て も よ り 早 く 温 度 過 昇 と 判 断 で き る た め 安 全 性 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の 制 御 部 を 、 再 加 熱 モ ー ド が 終 了 し 、 火 力 が 戻 っ た 場

合 に 再 び 第 １ の 温 度 閾 値 を 上 げ る よ う に す る こ と で 、 再 加 熱 終 了 後 に 再 度 調 理 す る 場 合 に

鍋 の 温 度 が 低 い 状 態 で 火 力 が 制 限 さ れ な い よ う に で き る た め 、 調 理 性 能 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 の 制 御 部 を 、 再 加 熱 モ ー ド 終 了 時 は 、 所 定

の 設 定 火 力 以 下 と す る こ と で 、 再 加 熱 終 了 後 す ぐ に 高 火 力 で 復 帰 し 再 び 鍋 の 温 度 が 高 温 に

な る こ と で 空 焼 き や 焦 げ 付 き が 発 生 す る の を 防 ぐ こ と が で き 、 使 用 者 の 安 全 性 が 向 上 す る

。
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【 ０ ０ １ １ 】

　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 第 １ ～ ３ の い ず れ か １ つ の 発 明 の 制 御 部 を 、 再 加 熱 中 は 再 加 熱 移 行

前 の 第 １ の 温 度 閾 値 よ り も 、 低 い 異 な る 閾 値 に 設 定 さ れ て い る 動 作 モ ー ド に 切 り 替 え る よ

う に す る こ と で 、 高 火 力 で 再 加 熱 し て も よ り 早 く 温 度 過 昇 と 判 断 で き る た め 前 記 発 明 と 同

様 に 安 全 性 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 第 １ ～ ４ の い ず れ か １ つ の 発 明 の 制 御 部 に お い て 、 ス イ ッ チ ン グ 素

子 の 温 度 を 検 知 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 温 度 検 知 手 段 に よ り ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 温 度 が 過 昇

し な い よ う に 、 再 加 熱 モ ー ド 中 は 加 熱 モ ー ド 時 よ り も 火 力 制 御 手 段 が 動 作 す る 第 ２ の 温 度

閾 値 を 低 く す る こ と で ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 破 壊 を 防 ぎ 、 使 用 者 の 安 全 性 が さ ら に 向 上 す る

。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 第 ６ の 発 明 は 、 特 に 第 １ ～ ５ の い ず れ か １ つ の 発 明 の 制 御 部 に お い て 、 鍋 温 度 検 知 手 段

の 検 知 温 度 に 応 じ て 加 熱 コ イ ル を 保 護 す る た め に 火 力 制 御 手 段 を 動 作 さ せ る 加 熱 コ イ ル 保

護 手 段 が 動 作 す る 加 熱 コ イ ル 保 護 温 度 閾 値 を 加 熱 モ ー ド 時 よ り も 低 く す る こ と で 、 鍋 が 高

温 に な る こ と に よ っ て 加 熱 コ イ ル の 温 度 が 上 昇 し 、 加 熱 コ イ ル の 損 傷 を 防 ぐ こ と が で き る

。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の 形

態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 （ 実 施 の 形 態 １ ）

　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 誘 導 加 熱 調 理 器 の 構 成 を 示 す も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 誘 導 加 熱 調 理 器 は 、 調 理 物 を 入 れ る 鍋 １ と 、

鍋 １ を 載 置 す る 耐 熱 ガ ラ ス 等 で 構 成 し た ト ッ プ プ レ ー ト ２ と 、 鍋 １ を ト ッ プ プ レ ー ト ２ 越

し に 加 熱 す る た め の 加 熱 コ イ ル ３ と ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ な ど か ら 構 成 さ れ る 加 熱 手 段 ５ と

、 加 熱 手 段 ５ を 制 御 す る マ イ コ ン な ど で 構 成 す る 制 御 部 ６ と 、 鍋 １ の 底 面 を ト ッ プ プ レ ー

ト ２ 越 し に 測 定 す る サ ー ミ ス タ や 赤 外 線 セ ン サ ー な ど の 温 度 セ ン サ ー ７ な ど か ら 構 成 す る

鍋 温 度 検 知 手 段 ８ と 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ の 温 度 を 温 度 セ ン サ ー ７ に よ り 検 知 す る ス イ ッ

チ ン グ 素 子 温 度 検 知 手 段 ９ と 、 温 度 が 上 昇 し た 場 合 に 火 力 を 制 限 す る 火 力 制 御 手 段 １ ０ と

、 鍋 １ の 温 度 に 応 じ て 火 力 制 御 手 段 １ ０ を 動 作 さ せ る 第 １ の 温 度 閾 値 １ １ と 、 ス イ ッ チ ン

グ 素 子 ４ の 温 度 に 応 じ て 火 力 制 御 手 段 １ ０ を 動 作 さ せ る 第 ２ の 温 度 閾 値 １ ２ と 、 加 熱 コ イ

ル ３ を 保 護 す る た め に 火 力 を 制 御 す る 加 熱 コ イ ル 保 護 手 段 １ ３ と 、 加 熱 コ イ ル 保 護 手 段 １

３ が 動 作 す る 加 熱 コ イ ル 保 護 温 度 閾 値 １ ４ と 、 操 作 部 ２ ５ は 、 使 用 者 が 操 作 し 所 定 の 設 定

火 力 で 加 熱 す る 加 熱 モ ー ド を 開 始 す る 加 熱 キ ー １ ５ 、 切 キ ー １ ６ 、 再 加 熱 キ ー １ ７ 、 取 消

キ ー ２ ０ 、 ま た 火 力 キ ー ２ １ は 、 設 定 火 力 を 上 げ る ア ッ プ キ ー １ ８ と 、 設 定 火 力 を 下 げ る

ダ ウ ン キ ー １ ９ か ら 構 成 す る 。 そ し て 制 御 部 ６ は 、 加 熱 モ ー ド 時 に 再 加 熱 キ ー １ ７ を 操 作

す る と 所 定 時 間 だ け 設 定 火 力 を 高 く 変 化 さ せ 、 所 定 時 間 経 過 後 に 変 更 前 の 設 定 火 力 に 戻 る

再 加 熱 モ ー ド に 移 行 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 誘 導 加 熱 調 理 器 に つ い て 、 以 下 そ の 動 作 、 作 用 を 説 明 す る 。 な

お 、 こ の 実 施 の 形 態 に よ っ て 、 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 一 般 に 鍋 物 を 卓 上 で 加 熱 し な が ら 食 す る と き に は 、 最 初 の 食 材 を あ る 程 度 食 べ 終 え る と

次 の 食 材 を 鍋 １ に 投 入 し 再 調 理 を 行 っ た り 、 焼 き 物 で 温 度 が 下 が っ た 場 合 に 温 め た り す る

場 合 に 使 用 者 が 再 加 熱 キ ー １ ７ を 操 作 す る 。 す る と 図 ２ （ ａ ） の よ う に 設 定 火 力 ５ で 加 熱

し て い る 時 に 再 加 熱 キ ー １ ７ を 操 作 し て 再 加 熱 モ ー ド に 移 行 す る 。 図 ２ （ ｂ ） の よ う に 再

加 熱 モ ー ド に 移 行 す る と 第 １ の 温 度 閾 値 １ １ が 加 熱 モ ー ド 時 Ｔ ２ か ら Ｔ １ に 下 げ ら れ る 。

鍋 １ の 温 度 が 加 熱 モ ー ド よ り も 早 く 第 １ の 温 度 閾 値 １ １ で あ る Ｔ １ に 到 達 す る た め 、 火 力
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制 御 手 段 １ ０ に よ り 再 加 熱 モ ー ド の 所 定 時 間 よ り も 早 く 火 力 が 制 御 さ れ 、 設 定 火 力 ７ か ら

設 定 火 力 ６ に 下 げ ら れ る 。 再 加 熱 モ ー ド の 所 定 時 間 が 経 過 し 再 加 熱 モ ー ド 終 了 後 の 設 定 火

力 は 、 再 加 熱 モ ー ド 終 了 直 前 の 設 定 火 力 で あ る か ら 、 設 定 火 力 ５ に 戻 る 。 こ の よ う に す る

こ と で 、 温 度 過 昇 状 態 に な る 前 に 安 全 に 火 力 を 制 御 し て 空 焼 き や 焦 げ 付 き を 防 止 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 再 加 熱 モ ー ド が 終 了 す る と 、 再 び 第 １ の 温 度 閾 値 １ １ を 元 の 値 Ｔ ３ に 上 げ る よ う

に す る 。 そ う す る こ と で 、 再 加 熱 し た 後 で 再 び 加 熱 す る 場 合 に 、 第 １ の 温 度 閾 値 １ １ が 下

げ ら れ た ま ま で あ る と 、 早 い 段 階 で 火 力 制 御 手 段 １ ０ に よ り 火 力 が 制 限 さ せ る た め 、 調 理

時 間 が 長 く な っ た り し て し ま う 。 し か し 元 の 閾 値 に 戻 す こ と で 、 早 い 段 階 で 火 力 が 制 限 さ

れ な い た め 、 使 い 勝 手 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す 実 線 の 加 熱 モ ー ド 時 の 第 ２ の 温 度 閾 値 １ ２ の Ｔ ２ ’ も 再 加 熱 モ

ー ド 中 は 実 線 に 示 す 温 度 閾 値 Ｔ １ ’ に 下 げ ら れ る 。 鍋 １ の 調 理 物 の 減 少 に よ り 鍋 １ の 温 度

が 上 昇 や 、 鍋 １ の そ り な ど に よ り 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 温 度 検 知 手 段 ９ の 温 度 が 上 昇 し た

場 合 に も 、 火 力 制 御 手 段 １ ０ が 加 熱 モ ー ド 時 よ り も 早 く 動 作 す る よ う に な る 。 そ し て 火 力

制 御 手 段 １ ０ に よ り 火 力 設 定 ７ か ら 火 力 設 定 ５ と ６ の 間 に 下 げ ら れ る 。 同 様 に よ り 安 全 性

が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 図 ２ （ ｄ ） に 示 す 実 線 の 加 熱 モ ー ド 時 の 加 熱 コ イ ル 保 護 温 度 閾 値 １ ４ の Ｔ ２ ’ ’

も 再 加 熱 モ ー ド 中 は 点 線 に 示 す 温 度 閾 値 Ｔ １ ’ ’ に 下 げ ら れ る 。 加 熱 コ イ ル ３ を 保 護 す る

た め に 火 力 を 制 御 す る 加 熱 コ イ ル 保 護 手 段 １ ３ が 早 く 動 作 す る た め 、 鍋 １ の 温 度 上 昇 に よ

る 熱 伝 導 や 加 熱 コ イ ル ３ の 損 失 増 加 な ど に よ り 、 加 熱 コ イ ル ３ の 温 度 が 上 昇 し て も 、 よ り

誘 導 加 熱 調 理 器 の 安 全 性 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 な お 、 第 １ の 温 度 閾 値 １ １ と 第 ２ の 温 度 閾 値 １ ２ は 必 ず し も 同 じ 設 定 値 で あ る 必 要 は な

い 。 そ れ ぞ れ 適 切 な 設 定 値 に す る こ と で 、 安 全 性 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）

　 本 実 施 の 形 態 に お け る 誘 導 加 熱 調 理 器 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 本 実 施 の 形 態 １ に お け る 構

成 （ 図 １ を 参 照 ） に 、 操 作 部 ２ ５ に は 自 動 調 理 を 行 う 調 理 コ ー ス が 選 択 で き る コ ー ス 選 択

キ ー ２ ２ を さ ら に 備 え 、 調 理 コ ー ス に よ り 第 １ の 温 度 閾 値 １ １ が 変 更 で き る よ う に 構 成 さ

れ る 。 第 １ の 温 度 閾 値 １ １ は 、 加 熱 モ ー ド や 自 動 調 理 等 の 調 理 コ ー ス ご と に 異 な る 閾 値 に

設 定 さ れ て い る 。 図 ４ の よ う に 第 １ の 温 度 閾 値 １ １ が コ ー ス １ （ ２ ３ ） が コ ー ス ２ （ ２ ４

） よ り 高 い と す る 。 コ ー ス １ （ ２ ３ ） で 調 理 中 に 、 再 加 熱 キ ー １ ７ を 操 作 す る と 、 第 １ の

温 度 閾 値 １ １ は コ ー ス ２ （ ２ ４ ） の 閾 値 に 切 り 替 わ り 、 コ ー ス ２ （ ２ ４ ） の 第 １ の 温 度 閾

値 １ １ に よ り 火 力 制 御 手 段 １ ０ が 動 作 す る よ う に な る 。 前 記 発 明 と 同 様 に 温 度 過 昇 状 態 に

な る 前 に 安 全 火 力 を 制 御 し て 、 空 焼 き や 焦 げ 付 き を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）

　 本 実 施 の 形 態 に お け る 誘 導 加 熱 調 理 器 は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 じ 構 成 と す る 。 図 ５ に 示 す

よ う に 設 定 火 力 ５ に て 加 熱 モ ー ド で 加 熱 中 に 、 再 加 熱 キ ー を 操 作 し て 高 火 力 に な り 、 再 加

熱 モ ー ド の 所 定 時 間 が 経 過 し 再 加 熱 終 了 後 は 設 定 火 力 ３ の 低 火 力 に す る 。 低 火 力 設 定 に す

る こ と に よ っ て 、 再 加 熱 終 了 後 す ぐ に 高 火 力 で 復 帰 し 再 び 鍋 の 温 度 が 高 温 に な る の を 防 ぐ

こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か わ る 誘 導 加 熱 調 理 器 は 、 再 加 熱 に 限 ら ず 高 火 力 で 加 熱 す る

場 合 に お い て 火 力 制 御 や 保 護 機 能 が 動 作 す る 温 度 の 閾 値 を 通 常 の 加 熱 モ ー ド よ り 低 く す る

こ と で 、 温 度 過 昇 を 早 め に 検 知 で き る よ う に な る の で 、 家 庭 用 あ る い は 業 務 用 の 加 熱 調 理
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器 等 に も 適 用 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 誘 導 加 熱 調 理 器 の 全 体 構 成 図

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 誘 導 加 熱 調 理 器 の 温 度 閾 値 遷 移 図

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 誘 導 加 熱 調 理 器 の 制 御 部 構 成 図

【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 誘 導 加 熱 調 理 器 の 火 力 制 御 図

【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 誘 導 加 熱 調 理 器 の 設 定 火 力 遷 移 図

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 １ 　 鍋

　 ２ 　 ト ッ プ プ レ ー ト

　 ３ 　 加 熱 コ イ ル

　 ５ 　 加 熱 手 段

　 ７ 　 温 度 セ ン サ ー

　 ２ １ 　 火 力 キ ー

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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